
（別紙様式２－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

熊本県立菊池高等学校 令和８年度（２０２６年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 
【教育方針】「道徳性の陶冶、真理の探究、心身の錬磨」  【校訓】「汗と夢」 
【育てたい生徒像】 
① 豊かな人間性と正しい人生観・世界観を備えた生徒 
② 勉学への意欲と困難に屈せず人生を生き抜く力を身に付けた生徒 
③ 強健な身体と強固な意志を持った生徒 

 
 

２ 本年度の重点目標 
① 確かな学力の育成と個に応じた指導の充実 
② キャリア教育の推進と個性を生かす進路指導の充実 
③ 道徳教育の充実と命を大切にする心の育成 
④ 国際・社会の形成者としての資質の育成と国際社会に生きる日本人の自覚の醸成 
⑤ 体力の向上、豊かなスポーツライフの継続、心身の健康の保持増進及び安全教育の充実 
⑥ 安全で安心できる学びの場となる環境づくりの推進 
⑦ 地域に開かれた信頼される学校づくり 

 
 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
大項目 小 項 目 
 
学校 
経営 
 

特色ある学校づく
り 
 

地域を柱に社会に貢
献できる人材の育成 

○探究学習の充実 ○３年間を見通した
探究計画を整備し
、職員間の連携を
図り、菊池市、地
域、大学等との連
携を深める。ＤＸ
ハイスクールの取
組を探究活動に生
かし、ＡＲ・ＶＲ
、データサイエン
ス、ＡＩ等の活用
を進める。 

○個に応じた指導の
充実 

○授業でICTを活用
し、個別学習を取
り入れる｡ 

○二者面談、三者面
談を実施する。 

○菊池市公営「前進
塾」と連携し、個
別学習のサポート
を図る。 

地域の小中学校との
連携 

○小学校に対する啓
 発 
 
○中学校に対する啓
 発 
 
 
 
○教育活動の情報発
 信 

○夏季休業中に学習
支援やものづくり
教室を実施する。 

○中学１～３年生を
対象にオープンス
クールやプログラ
ミング教室を実施
する。 

○学校ＨＰや公式Ｓ
ＮＳで教育活動や
生徒の活躍を発信
する。 

安全管理の整備 
 

安全管理に関する意
識向上 

○校内安全点検の実
 施 
 
 
 
 

○心身サポート部を
中心に安全点検計
画を実施する。 

○産業医の助言を基
に安全な環境作り
を実践する｡ 



 
 
 
 
○自然災害時に対応

したマニュアルと
体制を整備 

 
○危機管理マニュア

ルの活用 
 
 
 
 
 
○学校感染症防止対

策の徹底 
 
 
 
○不審者対策 

○エアコン使用時の
基準や換気の励行
など環境整備を行
う。 

○防災主任を中心に
マニュアルを整備
し生徒、職員に周
知、啓発を行う。 

○基本方針やリスク
を明らかにし、リ
スク発生時の対応
や、責任者・役割
を明確にする。ま
た年度ごとに見直
す。 

○生徒・職員の健康
状態の把握と感染
症の集団発生時の
迅速な対応を行う
。 

○防犯カメラの設置 
開かれた学校づく
り 

公開授業の推進 ○公開授業を年に２
回以上設定 

○県立学校・近隣中
学校・保護者・地
域への公開授業の
周知を行う。 

広報活動の推進 ○学校ＨＰ・広報誌
・メディア掲載の
充実 

 
 
 
 
 
 
○学校パンフレット

やリーフレットの
拡充 

○学校ＨＰや公式Ｓ
ＮＳに迅速に投稿
する。また、菊池
市と連携し、広報
誌「きくち」等へ
掲載する。さらに
、報道機関への情
報提供を積極的に
行う。 

○生徒とともに学校
パンフレットやリ
ーフレットを作成
する。 

育友会との連携 ○育友会総会・各種
委員会の充実 

○各行事等において
育友会役員との積
極的な連携を図り
ながら取り組む。 

業務改善と働き方
改革 

勤務環境等の整備 ○校務分掌の見直し
と職員間の連携強
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○部活動休養日の徹

底 
 
 
 
 
○定時退勤日の実施 
 
 
 

○面談等による意見
交換を踏まえ、校
務分掌の適正化と
進捗状況の可視化
を図る。また、一
部の職員への業務
集中を緩和するた
め、分掌間での業
務の再配分やペア
制・チーム制を導
入し、組織全体で
の業務平準化を推
進する。 

○月ごとの部活動計
画の提出・遵守を
徹底するとともに
ＨＰ等へ公開を行
い保護者・地域へ
の周知を図る。 

○毎月第２・４水曜
日の定時退勤日に
おける積極的な声
かけと、朝会連絡



 
 
○年休等の取りやす

い雰囲気づくり 
 
 
 
 
 
 
 
○時差出勤の奨励 
 
 
 
 
○校務のＤＸ化 
 

等を用いた事前周
知を行う。 

○年休15日以上取得
者の増加を目指し
、夏季・冬季休業
等の長期休業期間
における計画的取
得や、学校行事後
の振替休日の確実
な消化を奨励する
。 

○時差出勤制度の周
知及び朝会連絡等
にて取得日一覧表
による可視化を図
る。 

○GoogleClassroom
等を中心に、Chro
mebookの活用を推
奨しながら、会議
・研修会等にてペ
ーパーレス化を図
る。また、生成Ａ
Ｉ等の活用で、業
務の効率化に取り
組む。 

 
学力 
向上 
 

教科指導力向上 
 

授業方法の改善 ○観点別評価を生か
した授業づくり 

 
○授業研究 
 
 
○評価方法の研究 
 
 
 
 
○ICT機器の活用 

(学習用端末の活
用) 

○学期成績や評定の
チェック体制を整
える。 

○研究授業(年２回)
や公開授業を実施
する。 

○評価方法について
各教科で検討した
ものを全教科で共
有し改良していく
。 

○生徒の１人１台端
末を活用し、学習
の個別最適化を図
るとともに、パフ
ォーマンス活動の
場面を増やし、主
体的・対話的で深
い学びの授業を実
践する。また、Go
ogleClassroomを
積極的に活用する
｡ 

基礎学力の定着 ○家庭学習時間の確
保と充実 

○家庭学習時間の調
査を年２回行い、
学習指導に活用す
る。また、家庭学
習（週末課題）を
課し、習慣づける
。 

読書習慣の確立 
 

読書活動の推進 ○朝読書の完全実施 
 
 
○計画的な図書館利

活用 

○定期考査期間以外
は朝読書を実施す
る｡ 

○探究学習や特別活
動などで図書館の
利用を促進する。 



 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路保障 
 

進路体制の再構築 ○進路研究の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
○未来探究コースの

育成計画の立案（
国公立大学希望者
２名合格） 

○学力向上企画委員
会を軸とした、生
徒一人一人の学習
段階に応じた指導
体制および国公立
大学入試に向けた
指導体制の構築 

○熊本県立大学を中
心に入試問題の研
究を教科横断で行
う。また、地域探
究コースおよび商
業科の特色を生か
した進学指導を行
う。（推薦入試対
策） 

○模試の資料をもと
に進路検討会を実
施する。 

 
〇学力向上委員会を

学期に１回行う。
長期休業中の学習
会を実施する。 

キャリア教育の推
進 
 

進路に対する意欲の
高揚と職業観の育成 

○進路ガイダンスの
実施 

 
○進路指導の充実と

企業就職希望者全
員合格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○職場体験をとおし

て社会人に必要な
マナーやスキル、
勤労観を養う 

○進路指導部と外部
業者が連携した講
話を実施する。 

○企画部と連携し、
各種セミナーなど
に参加して、その
ノウハウを得て職
員間で共有すると
ともに、進路冊子
「汗と夢」をもと
に生徒の指導に還
元する｡また、上
級学校説明会や企
業ガイダンスなど
をとおして、自ら
の進路に向き合う
機会を設け、主体
的な進路選択につ
なげる。さらに、
キャリアサポータ
ーによる就職面接
を３学年は１学期
、２学年は３学期
に実施する。 

○インターンシップ
に向けた事前･事
後指導を外部講師
等を活用しながら
複数回実施し、社
会人としてのマナ
ーや勤労観を身に
付けさせる｡ 

 
生徒 
指導 
 

生徒指導の徹底 
 

基本的生活習慣の確
立 

○段階指導の実施 
 
 
○遅刻の減少 
 
 
 
○挨拶の励行 
 
 
 
○私物管理の徹底 

○整容面、生活面等
の指導を段階的に
指導する。 

○遅刻の場合は、職
員室前にて手続き
を経てＨＲ担当へ
届出を行う。 

○毎朝、正門で指導
する。また、生徒
会のあいさつ運動
を実施する。 

〇学年と生徒指導部
が協力し合い、組



織的に取り組み、
職員による教室施
錠や校内巡視を行
う。 

安全教育の徹底 交通ルールの遵守と
安全意識の高揚 

○社会のルールや規
則等を遵守する指
導の実施 

 
 
 
○防犯意識を高める

取組の実施 

○登校指導の実施、
原付講習会の実施
、原付バイク点検
、自転車点検の実
施、ヘルメットの
着用義務化。 

○交通安全・性教育
防犯・闇バイト防
止等の講話を実施
、長期休暇前に「
生徒心得」の周知
・徹底を図る。 

特別活動の推進 
 

生徒会活動の充実 ○生徒主体の運営 ○生徒会活動や委員
会活動を充実させ
、学校行事を主体
的に企画運営し、
活性化を図る。 

部活動の推進 ○部活動加入生徒の
増加と実績の向上 

○活動環境の整備と
活動計画・状況の
発信(ＨＰ・イン
スタ等)を強化す
る。また、部活動
推進委員会を年２
回実施し、委員か
らの意見や要望を
部活動の活性化に
つなげる。 

 
人権教
育の推
進 

確かな人権感覚と
人権意識の向上 
 

共通理解と意識の高
揚 

○週１回の推進委員
会の実施 

 
 
 
 
○各種研修会への積

極的な参加 

○年３回程度の職員
研修を実施する。
また、月に１回人
権教育便りを発行
する。 

〇年１回以上の職員
の各種研修会への
参加を促す。 

教育相談 
 

相談活動の充実教育 ○支援体制の確立と
共通理解 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇支援を要する生徒

・保護者への相談
体制の整備 

 

○生徒支援委員会を
隔週開催して共通
理解を図り、支援
の方向性と役割分
担を明確化する。
また、生徒理解研
修を学期に１回以
上実施し、全職員
の共通理解を図る
｡ 

○SC、SSW及び関係
機関と連携したケ
ース会議等を実施
し、生徒支援を充
実させる。 

他者への思いやり
を育む指導 

生命の尊厳並びに、
思いやりの心の育成 

○多様性を尊重し他
者への思いやりを
持たせる指導 

 
 
 
 
○寛容な心の醸成と

他者に寄り添う態
度の育成 

○正しい人権感覚を

○学年の課題につい
て、講師と実態の
共有を行った上で
、性に関する教育
や人との関わり方
についての講話を
実施する。 

〇ストレスマネジメ
ント等の講話・研
修を実施する。 

○正しい言葉の使い



身に着けた言葉遣
いの指導 

方について、適宜
集会等で指導を行
う。 

 
いじめ
の防止
等 

いじめの未然防止 
いじめの把握 
 

いじめの減少 ○いじめを生まない
環境の醸成と、人
権に配慮した被害
生徒、加害生徒へ
の対応・指導 

○人権教育と連携し
講話や全校集会等
を実施する。また
、心のきずなを深
める取り組みを全
校生徒に実施する
。さらに、クラス
活動を通して、コ
ミュニケーション
能力を高める教育
を実施する。以上
を踏まえ、職員研
修を実施する。 

いじめが疑われる事
案の把握の増加 

○事案の把握 ○いじめ防止アンケ
ートを各学期１回
実施し、気になる
生徒には速やかに
面談を行う。また
、生徒の状況を把
握するための生徒
支援委員会を隔週
１回開催する。さ
らに「いじめ防止
対策委員会」を各
学期１回開催する
。 

いじめに対する措
置 
 

速やかな事実確認と
いじめ解消に向けた
取り組みの実施 

○職員の組織的な対
 応 
 
 
 
○いじめ解消に向け
た計画的な対応 

○関係職員で聴き取
りを速やかに実施
する。いじめ事案
の認知を積極的に
行う。 

○SC･SSW等の活用を
積極的に行う。ま
た対応マニュアル
の点検を行い、活
用しやすいように
改善する。 

人権に配慮した被害
生徒・加害生徒への
対応・指導 

○被害生徒の立場に
立ち、加害生徒へ
の適切な対応をと
る 

 
 
 
○両者に対し寄り添

いながら、継続し
た見守りと関係改
善に向けた対応 

 

○加害生徒及び関係
した生徒に対して
「いかなる場合で
もいじめは許され
ることではないこ
と」を理解させる
。 

〇早期に保護者の心
情の理解と共感を
図りながら連携を
円滑に行うととも
に人権に配慮した
対応を行う。 

 
地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

総合型コミュニテ
ィスクールの充実 
 

地域や関係機関との
連携 

○行政機関や地域、
関係機関との連携
強化 

○行政機関、地域、
及び大学等の関係
機関との連携をさ
らに深化させ、DX
ハイスクール事業
や探究活動をはじ
めとする教育活動
の質の向上を図る
。また、学校運営
協議会を活性化さ
せ、委員への積極
的なアプローチや



意見交換を通じて
、本校の課題解決
に向けた具体的な
改善策を共創・実
践する。 

防災教育の充実 ○生徒と職員の防災
・減災に対する意
識の向上とそれに
関する基本的な知
識の獲得 

○防災訓練を実施す
る。また、防災啓
発の掲示物を作成
する｡さらに、外
部講師・地域と連
携した防災教育を
行う。 

ボランティア活動
の推進 
 

心豊かな生徒の育成 
 

○ボランティア活動
の活性化 

○生徒会主催ボラン
ティアを実施する
。また、市や地域
と連携し､諸活動
に参加する。さら
に、ボランティア
委員会の設置及び
活動促進。 

学校理解 学校理解に向けた活
動の推進 

○本校から地域への
協力と本校学校行
事への協力要請 

○学校行事への育友
会協力のための連
携充実 

 
 
 
 
○本校の学校行事や

教育活動の情報発
信 

○地域から要請され
る清掃活動等へ積
極的に協力する。 

○育友会活動が円滑
にできるように協
力する。また、育
友会関連行事への
保護者参加の増加
を図るため、役員
会を充実させる。 

○育友会広報誌「大
椋」での学校行事
紹介や活動報告の
充実を図る。また
、学校ＨＰや公式
SNS（インスタ等
）での情報発信及
び保護者に「すぐ
ーる」で情報発信
を行う。 

 ※評価項目の数・内容については、各学校の実態に合わせ自由に設定してください。 
（複数枚になってもかまいませんが、重要度の高いものに絞り、項目を整理して記入してください。） 
 


